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「楽しく学ぶ数学・数学」プロジェクトでは，一人一人の児童生徒に応じたＷｅｂ教材の開発と支援の

在り方について研究を行っている。今年度，本プロジェクトでは，小中高等学校の算数数学の学習の連

続に配慮した小中高等学校を網羅する e-Learningの開発を行い，小学校の実証実験を開始した。また，

新たに小中高等学校のドリル教材開発を行っているので，報告する。 
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１. はじめに 

本プロジェクトは，小中高等学校・大学の教師

と教育委員会等のスタッフが主体的に連携・参加

し，小学校から高等学校までの児童生徒の算数数

学の学習支援を平成１３年度より行っている。本

プロジェクトのキーワードは，①児童生徒にとっ

て，算数数学が楽しく，算数数学がよくわかる，

②教師にとって便利で，家庭での児童生徒の学習

の様子がわかる，③保護者にとって，学力面での

安心感があり，学校での児童生徒の学習の様子が

わかる，である 1)。これまで，本プロジェクトで

は，児童生徒が，小学校・中学校・高等学校の算

数数学を体系的に学べる教材や e-Learning 等を

整備してきた。 

これまでに開発した教材は，次のとおりである。 

・小学校用ドリル教材：Ａ４版で 818枚，約 3,000

問（Web上および印刷物として提供） 

・小学校 e-Learning（275問の問題を含む）2) 

・中学校用ドリル教材：Ａ４版で 579枚，約 2,000

問（Web上および印刷物として提供） 

・中学校 e-Learning（４６枚，約 200問の評価問

題を含む）3) 

・高等学校：楽しく学ぶ数学セミナー，解析学編

等４講座（動画・プレゼンテーション・テキス

ト等を含む）4) 

また，これまでに開発した e-Learningは，小学

校用の「楽しく学ぼう！算数力だめし」と中学校

用「楽しく学ぼう！中学校数学」である。一方，

高等学校用 e-Learning は，岐阜県教育委員会の

「ネットで学ぶ高校数学」が稼働しており，岐阜県

内の児童生徒はこれらを利用することができる。 

本プロジェクトでは，学校と家庭での算数数学

の学習の関連を図り，小学校から高等学校までの

体系的な教材や e-Learning等を準備することで，

基礎・基本の定着や発展的な学習等の支援に効果

があると考えている。 
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２. 活用状況 

本プロジェクトで開発したWeb教材は，県内の

多くの児童生徒が活用している。図１は，2003年

12 月から公開した中学校用ドリル教材の月ごと

のリクエスト数（ファイルのダウンロード回数）

の推移，図２は曜日ごと，図３は時刻ごとのリク

エスト数である。 

リクエスト数
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図 1 月ごとのリクエスト数 
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図 2 曜日ごとのリクエスト数 
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図 3 時刻ごとのリクエスト数 

中学校用ドリル教材のリクエスト数は，月を追

うごとに多くなっており，県内の多くの学校で利

用され始めている。これらの教材は，小中学校教

育研究会中学校数学部会等で紹介され県内の多く

の教師がその存在や実践を知ることになり，夏休

み以降，多くの学校や家庭から利用されているこ

とが報告されている。 

曜日ごとの利用は，月～金曜日の利用が多く，

学校や家庭から利用している。土日の利用は，家

庭からの利用がほとんどであり，ウィークデイの

リクエスト数より少なくなっている。 

時刻ごとの利用は，学校の授業等で利用する９

～１５時のリクエスト数が 15,000 以上と多く

なっており，次に２２時の 17,686回がリクエスト

数の多い時間帯となっている。深夜の利用と７時

台の利用は，主に教師の利用によるものと思われ

る。 

小学校Web教材も同様に利用されており，アク

セス数が多いため，小学校Web教材は総合教育セ

ンター，岐阜大学等数カ所のWebサーバに分散し

て教材等の提供を行っている。 

３. e-Learningシステムの開発 

小学校用と中学校用の e-Learningは，利用者の

発達段階やインターフェースの操作性，自己評価

の記録方法などから，異なるＬＭＳ（Learning 

Management System）を採用している。また，

小学校用，中学校用のそれぞれの学習履歴の

フォーマットやデータベース構造は異なってお

り，中学校用 e-Learningから小学校用 e-Learning

の学習履歴を参照することはできない。小学校用

e-Learning は 2003 年，中学校用の e-Learning

は 2004年より稼働しており，利用者には好評で，

利用者数も増えてきている。反面，中学生が小学

校の問題の復習をするためには，小学校用と中学

校用の e-Learning の学習履歴の同期がとれない

ため，利用者は小学校用 e-Learningを起動して利
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用するしか方法がなかった。利用者からは，中学

校用 e-Learningから直接，小学校用のドリル教材

や学習履歴を利用したいという声が寄せられるよ

うになってきた。そこで，これらの問題を解決す

るため，次の２案について，いくつかの検討を行っ

た。 

案１ ２種類の LMS の教材や学習履歴を相互に

利用するために，これらの LMS をつなぐ新た

なシステムを構築する。 

案２ 小学校と中学校をカバーする新たな LMS

を構築する。 

案１は，現在稼働中の e-Learningの学習履歴を

そのまま継続利用できるが，２種類の LMS をつ

なぐシステムが複雑になり，ドリル教材の提示等

の待ち時間が長くなる。また，コストがかさむ。 

案２は，案１に比べてドリル教材の提示等の待

ち時間は現在の e-Learningと変わらず，コストも

低いが，利用者の学習履歴の蓄積が新規から始ま

り，小学生と中学生用のインターフェースや操作

性についての検討が必要となる。 

案２の検討事項について実証実験を通して，調

査した。その結果，次の解決方法があることが分

かった。学習履歴のフォーマットは統一すること

は可能で，学習履歴として蓄積される自己評価項

目のうち，利用しない項目は未記入とする。LMS

は共通にすることは可能で，小学校用と中学校用

のインターフェースを別途開発し，それぞれのイ

ンターフェースを発達段階にあわせた表示，操作

性とする。 

さらに，本プロジェクトは，LMSの対象とする

範囲を，幼稚園から高校生に広げて，検討を行っ

た。その結果，高等学校用 e-Learning「ネットで

学ぶ高校数学」の実証実験結果等から，インター

フェースを変更することで，小学校から高等学校

の算数数学を対象とし，高校生が中学校や小学校

の復習に本システムを利用することが可能である

ことが分かってきた。 

現在，幼稚園用の e-Learningシステムは稼働し

ておらず，実証実験は行われていない。しかし，

幼稚園児用の算数の基礎となる概念を学ぶ教材は

存在し，一部で利用されてもいる。また，幼稚園

によってはコンピュータを活用した保育を行って

いる事例も報告されている。そのため，将来，幼

稚園の算数教材の搭載や園児の学習履歴の登録を

可能とする仕様で e-Learningシステムの設計・開

発をすることにした。 

このことにより，本 e-Learningシステムは，一

部で実践され始めている小中連携，中高連携にお

ける算数数学の学習支援を可能にすることが期待

される。 

４. ドリル教材の開発 

これまでの小学校と中学校の実証実験結果か

ら，開発したドリル教材は基礎・基本の学習には

有効で，学習者の希望や必要に応じていつでも利

用できる。本システムの特徴となっている①集団

で分散的に教材を開発・利用すること，②教材を

自由に検索できるしくみを提供すること，③ネッ

トワークを通じて児童生徒が個別の学習を展開で

きるしくみを提供すること(益子ら,2003)により，

学習者の意欲が持続し，ほとんどの学習者が自主

的に，ドリル教材を継続して利用している。しか

し，学習者の中には，基礎・基本の問題を早めに

終えて，発展的な問題に挑戦したいという生徒も

おり，発展的な問題の充実と指導事例の収集に取

り組むことにした。 

また，これまでドリル教材と，e-Learningに搭

載した教材とは，別の問題としてきた。しかし，

e-Learning の問題とドリル教材の問題を同じ一
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覧表に記載して，学習の進行状況を記録すること

が多く，e-Learningの一部としてドリル教材を利

用したいという声もあった。そこで，開発する発

展問題は，従来のWeb教材の一部として掲載する

だけでなく，e-Learningから利用できるようにし

た。 

また，高等学校用のドリル教材を新たに開発・

提供することにした。開発したドリル教材の問題

と解き方は，本プロジェクトのWebページで公開

し，学習者が学校や家庭で印刷(A4サイズ)し，利

用できるよう開発することにした。 

５. おわりに 

平成１３年度より始まった本プロジェクトは，

今年で４年目を迎え，これまでに開発したドリル

教材や e-Learningは 10,000名を超える学習者が

利用している。また，小中学校教育研究会中学校

数学部会等の研究団体や県教育委員会が運営する

Webページ（学習室）とも連携して，実証実験や

指導事例の収集・公開を行っている。指導事例は，

県教育委員会が収集・公開している指導事例の一

部として公開している。 

また，本プロジェクトは，大学教官，現場教師，

教育委員会が連携して推進しており，研究成果は

大学の教員養成や県の教員研修等にも利用されて

いる。 

現在開発している e-Learning は幼稚園から高

校までの１２年間，いわゆるＫ１２(Kindergarten

から第 12 学年まで)を対象にしている。しかし，

これまで校種を超えた e-Learning は実施されて

おらず，今後実証実験を積み重ねるとともに，そ

の成果や問題点を明らかにしていく必要がある。

また，今回新しい e-Learningを開発するにあたっ

て，これまで運営してきた e-Learningは，今後も

継続運営する予定である。学習者，あるいは学校

の利用目的によって２種類の e-Learning とドリ

ル教材を選択，利用できるようにしている。 

今後の予定は，中学校の問題を新しい

e-Learningに搭載し，更に，高校用の問題も追加

して，実証実験を実施する予定である。 

 
本研究の一部は，松下教育研究財団第 11 回(平

成 16年度)研究開発助成による成果である。  

＜備考＞ 

本プロジェクトの開発したドリル教材や

e-Learningは本プロジェクトのホームページ 

http://gakuen.gifu-net.ed.jp/~contents/tanos

iku/index1.htmから利用することができる。 
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